
ＪＡおきなわ・ＪＡ全農福岡畜産生産事業所

　

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
で
は
、「
令
和
２
年
度

肉
用
牛
繁
殖
勉
強
会
」を
南
部
家
畜
市
場

に
て
12
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
子
牛
の
飼
養
管
理
技
術

等
向
上
に
資
す
る
目
的
で
毎
年
開
催
し

て
お
り
、
今
回
は
南
部
地
域
の
和
牛
繁

殖
農
家
の
ほ
か
、
農
協
担
当
者
・
関
係
機

関
を
含
め
て
総
勢
約
40
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
場
低
迷
の
懸
念
か
ら
所
得
減
少
が
想

定
さ
れ
る
事
、
子
牛
飼
養
管
理
の
基
本

的
事
項
、
特
に
寒
い
時
期
に
お
け
る
管

理
ポ
イ
ン
ト
等
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
陣
か
ら
は
、
生
産
現
場
の
対
応

事
例
と
し
て
、
肺
炎
予
防
の
た
め
の
牛

舎
換
気
の
重
要
性
、
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー

等
で
の
子
牛
の
防
寒
対
策
、
中
鎖
脂
肪

酸
入
り
子
牛
用
植
物
性
油
脂
混
合
液
状

飼
料「
ネ
オ
ド
リ
ン
ク
︲
Ｈ
Ｇ
」や
加
糖
加

熱
処
理
大
豆
粕
等
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
活

用
の
有
効
性
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま

　

今
後
の
繁
殖
経
営
に
活
か
し
て
い
た

だ
く
事
を
狙
い
と
し
て
、
系
統
グ
ル
ー

プ
か
ら
和
牛
生
産
に
関
し
て
高
い
専
門

性
を
有
す
る
講
師
陣
を
招
へ
い
、「
強
い

子
牛
造
り
」を
テ
ー
マ
に
、
肥
育
農
家
に

好
ま
れ
る
優
良
子
牛
生
産
の
ポ
イ
ン
ト

等
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
に
お
け
る
農
業
産
出
額
は
１

千
５
億
円
で
、
そ
の
う
ち
畜
産
業
は
４

５
７
億
円
と
、
農
業
全
体
の
約
45
％
を

占
め
て
お
り（
２
０
１
７
年
）、
県
農
業

の
基
幹
産
業
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
業
の
内
訳
で
は
肉
用
牛
が
最
も

多
く
全
体
の
49
・
９
％
を
占
め
、
次
い
で

豚
が
28
・
７
％
、
鶏
は
12
・
９
％
、
乳
用

牛
は
８
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
農
家
戸
数
に
つ
い
て
は
２
千
３
８

４
戸
、
飼
養
頭
数
は
7
万
３
千
８
３
６

頭（
２
０
１
８
年
時
点
）で
、
戸
数
ベ
ー
ス

で
全
国
７
位
の
肉
用
牛
生
産
地
帯
で
す
。

特
に
糸
満
市
・
南
城
市
を
管
内
と
す
る
南

部
地
区
の
戸
数
は
３
０
５
戸
、
飼
養
頭

数
は
９
千
２
７
６
頭
と
戸
数
・
頭
数
ベ
ー

ス
で
と
も
に
12
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
た
。
生
産
現
場
に
従
事
さ
れ
て
い
る

講
師
の
方
か
ら
は
、「
こ
れ
ら
を
活
用
し

て
健
康
な
子
牛
生
産
に
取
り
組
む
事
で
、

よ
り
多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
」と
、
繁
殖
経
営
の
可
能
性
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
後
半
で
は
、
㈱
科
学
飼
料

研
究
所
高
崎
工
場
品
質
管
理
課
の
村
上

貴
宣
氏
か
ら「
代
用
乳
粉
末
の
溶
解
性
」

に
つ
い
て
実
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

　

更
に
、
南
部
地
区
は
那
覇
市
内
か
ら

で
も
車
で
約
30
分
と
比
較
的
都
市
部
に

近
い
場
所
で
あ
り
な
が
ら
も
、
県
内
で

も
有
数
の
肉
用
牛
繁
殖
地
帯
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
南
部
家
畜
市
場
で
は

毎
月
約
４
０
０
頭
が
上
場
さ
れ
、
全
国

か
ら
購
買
者
が
集
ま
り
活
発
な
取
引
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
Ｊ
Ａ
南
部
地
区

畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管
内
繁
殖

農
家
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
、

日
々
、
生
産
指
導
・
飼
料
推
進
等
の
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
勉
強
会
の
冒
頭
で
は
、
主
催
者
で

あ
る
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
農
業
事
業
本
部
南

部
地
区
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
大
城
一
也

セ
ン
タ
ー
長
よ
り
、「
本
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
下
の
中
で

あ
っ
て
も
適
切
に
感
染
症
対
策
を
施
し

な
が
ら
、
本
勉
強
会
を
今
後
の
た
め
に

意
義
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
畜
産
生
産
部
推

進
・
商
品
開
発
課
の
澤
明
氏
か
ら
は
、
直

近
の
情
勢
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
肉
牛

こ
で
は
、
他
社
製
代
用
乳
の
溶
解
性
を

合
わ
せ
て
比
較
す
る
事
で
、
系
統
代
用

乳
の
性
能
の
優
位
性
に
つ
い
て
改
め
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
続
き
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
・Ｊ
Ａ
全

農
福
岡
畜
産
生
産
事
業
所
か
ら
は
、
飼

料
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
活
用
例
を
ご
紹
介
。

一
般
生
産
者
か
ら
、
商
品
の
取
扱
状
況

や
代
用
乳
の
給
与
方
法
な
ど
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
現
場
に
即
し
た
内
容

で
勉
強
に
な
っ
た
」と
い
う
声
を
い
た
だ

く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
中
に
は
、
会
場
で
の
開

催
に
先
駆
け
て
、
管
内
の
繁
殖
農
場
に

て
現
場
指
導（
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）を

実
施
。
机
上
だ
け
で
は
な
く
よ
り
実
践

的
に
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
依
然
と
し
て
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
当
管

内
で
も
感
染
拡
大
を
懸
念
し
て
、
推

進
巡
回
等
を
控
え
る
雰
囲
気
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
今
回
の
勉
強
会
は
、

参
加
者
全
員
の
検
温
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
確
保
、
会
場
内
の
換
気
・
消
毒

を
行
う
等
、
感
染
対
策
に
配
慮
し
た
形

で
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
対
策
を
十
分
に
講
じ
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
定
期
巡

回
を
早
期
に
再
開
す
る
等
、
い
か
に
推

進
活
動
が
で
き
る
か
を
日
々
模
索
し
な

が
ら
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

令
和
２
年
度

肉
用
牛
繁
殖
勉
強
会
を
開
催

子
牛
の
飼
養
管
理
と

繁
殖
経
営
の
可
能
性

予
測
不
能
な
環
境
下
で
も

で
き
る
事
に
取
り
組
む

沖
縄
県
の
畜
産
業
概
要

牛
用
代
用
乳
溶
解
の
実
演

集全 結力
沖縄県において畜産業は、基幹産業の１つです。なかでも肉用牛農家は
戸数ベースで全国７位と、有数の肉用牛繁殖地帯となっています。
今回は、ＪＡおきなわを中心に系統グループ関係者の力を結集し、
生産性向上に向けた取り組みをご紹介します。

系統代用乳溶解の実演

他社製代用乳との溶解性の比較

系統飼料のラインナップ紹介（紙袋）と現物サンプル

ソーシャルディスタンスを取りながら勉強会を開催
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